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１．はじめに 

温暖化を伴う気候変動が予測されているが、こ

れによる河川生態系への影響に関する定量的評価

は難しい。本研究では、温暖化は河川水温の上昇

をもたらすと仮定し、これが河川に生息する魚類

に与える影響について検討することを目的とした。 

 

２．魚類の水温依存性評価  

全国109一級水系を対象に水質データ、河川水辺

の国勢調査データを整理し、多くの河川で確認さ

れた魚類5種、狭温性の冷水魚等6種に関して、そ

の生息が認められた地点における24年間の水温測

定値の頻度分布を求め、全国の全水温測定値の頻

度分布と比較することで、水温依存性を確認した。 

多くの河川で確認された魚類の確認地点におい

て測定された水温の頻度分布は、全データの頻度

分布とほぼ同じなのに対して、ヤマメ等の冷水魚

が確認された地点での測定水温は、低温側に偏っ

ており、特に25℃を超える頻度は低い（図-1）。

別途、平均年最高水温を求めて比較すると、アマ

ゴやヤマメが確認された地点では、26℃以上にな

る地点は見つからず、この辺りの水温が冷水魚の

生息限界と考えて良いと考えられた１）。  
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図１ 冷水魚のヤマメが確認された地点の水温頻

度分布（青）と全国河川の水温頻度分布（赤） 

 

３．水温上昇の感度解析とまとめ 

全国の公共用水域調査で測定された最高水温を

用いて作成した推定最高水温分布を図-2に示す。

最高水温が26℃を下回るのは東北以北で、以西の

地域では信州や山地等に部分的に分布している。 

最高水温が全国おしなべて1℃上昇すると仮定

し、冷水魚が生息可能な26℃未満の場所の面積変

化に着目すると、国土の約9％にあたる生息領域を

失うことになり、西日本に多く分布するアマゴな

どの冷水魚の生息に影響を及ぼす可能性がある１）。

また、最高水温が5℃上昇したとすると、冷水魚が

生息可能な河川が分布する国土面積は約5%程度に

減少し、本州ではほぼ存在しなくなり、冷水魚の

生息は困難になる可能性があることがわかった。 

 

図２ 推定最高水温の全国分布 
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5.

トピックス
ＸバンドＭＰレーダによる

豪雨監視地域の拡張

河川研究部 水資源研究室 室長鳥居 謙一、主任研究官川崎 将生、研究官土屋 修一

（キーワード） XバンドMPレーダ、豪雨監視

１．豪雨監視地域の拡大

近年、局地的な大雨や集中豪雨に起因する水

難事故、浸水被害が多発している。そこで、国

土交通省水管理・国土保全局では、降雨監視シ

ステムの強化のためにXバンドMPレーダを整備

し、レーダ雨量情報の高解像度化、リアルタイ

ム性の向上を図っている。国土技術政策総合研

究所では、レーダ雨量情報の高度化を実現する

ため、データ処理・配信システムの構築、スキ

ャンモードやパラメータチューニング等のXバ

ンドMPレーダの試験運用に向けて必要な技術的

な検討や精度向上を図るために降水観測や減衰

補正、合成処理の高度化等の検討を行っている。

XバンドMPレーダは、2010年度より一部の地域

において試験運用が開始されているが、2011年7

月より試験運用地域が追加され豪雨の監視地域

が拡大された（図-1）。これにより札幌を除く

全ての政令指定都市が観測範囲となり都市部の

豪雨の監視体制が強化されつつある。また、土

砂災害の危険性が高い栗駒山周辺、桜島周辺の

監視体制の強化も図られている。

新潟地域では豪雨時の観測不能領域の発生を

軽減するため、さらに1台のXバンドMPレーダを

導入し、2012年度より2台のレーダによる豪雨監

視が予定されている。また、東日本大震災にお

ける地震、津波よる地盤沈下、河川堤防の損壊

により、治水安全度が低下している被災地の豪

雨監視体制を強化するため、東北及び北関東へ

のXバンドMPレーダの導入が予定されている。

２．ＸバンドＭＰレーダ雨量情報の活用事例

2011年度より試験配信が開始された新潟地域

では、2011年新潟・福島豪雨において、Ｘバン

ドMPレーダ雨量情報を水防活動、避難情報の発

令のための参考情報として自治体等で利用され

た。また、近畿地域のXバンドMPレーダ雨量情

報が2011年台風12号の大雨に伴う土砂崩れによ

り河道閉塞が発生した際に、決壊を監視するた

めの雨量情報として利用されている。

３．ＸバンドＭＰレーダを活用した技術開発

国土技術政策総合研究所、地方整備局、大学・

研究機関等でXバンドMPレーダを活用した豪

雨の早期探知、降雨予測の高度化、氾濫予測の

高精度化等の技術開発が行われている。

国土技術政策総合研究所では、都市域の氾濫

シミュレーションの高精度化、親水公園内の避

難警報システムの高度化のためにXバンドMP

レーダ雨量情報を用いる検討を進めている。今

後は、XバンドMPレーダの詳細な観測精度の評

価、流域平均雨量の算定精度に関する研究につ

いても取り組むことを予定している。
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図-1 ＸバンドＭＰレーダの試験運用地域

XバンドMPレーダによる
豪雨監視地域の拡張
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